


背景
　今や人間同士の争いだけでなく、自然との共存のための静かな争いが常に起きている。第一次、第二次世界大戦で

はヒトが戦争、争いをするという時代であり、これまで戦争と平和に関して、「ヒトとヒト」が争うことに対する平和

という意識を持っていた。一方で、現代の人新生時代で戦われている対象は「ヒトと自然」の争いである。資本主義、

社会主義、共産主義といった経済システムによる人間の生き様そのものが常に地球環境と対立し、戦争の原因になっ

ている。既にその悪影響としての地球温暖化などが一つの戦争ではないか。今に始まった事ではないが、新型コロナ

ウイルス感染症パンデミックにより格差は拡大し、顕著化している。

目的
　人新生時代における平和と戦争について考え、知覚体験するための建築的、空間的提案を行うことを目的とする。

提案にあたり資本論を取り上げ、「階級闘争」や都市が農村に、先進国が新興国に代償を負わせる「外部化」といった

資本による対立が環境に悪循環をもたらし、同時に人間の本来性を失っている点に着目した。産業革命以降、利潤を

求め、資本が囲い込みを行い、本源的蓄積を行った結果、住まいと生産手段を失った農民は都市に仕事を求め流れ込み、

土地は荒れ果て、農耕も牧畜も衰退した。また、潤沢な水力ではなく石炭や石油といった希少性の囲い込みによって

資本が優位に立った。これ以降、化石燃料の排出する二酸化炭素は増加の一途をたどっている。根源的な原因は人間

特有の物質代謝であり、人間だけが過剰な破壊をもたらしている。

敷地
　世界最大の原子爆弾が投下された広島で、今後の平和と戦争の向き合い方を提案する。丹下健三により、平和を創

り出すことを目的に計画された広島平和記念公園の周辺一体は、原爆ドームを中心として南北に貫く軸により構成さ

れる都市形態を創り出している。しかし、一本の軸は完成された安定性を示すに過ぎない。平和の瞬間は戦争に挟ま

れた束の間であり、不安定の中の一瞬の安定性が平和の姿である。また、経済システムが引き起こす利潤や経済成長

を最優先する社会によって格差が生まれるだけでなく、再び暴力による戦争も勃発したところだ。現在の平和という

状態は、微妙なパワーバランスの上に成り立ち、その均衡はいつでも崩れる可能性がある。よって直線の軸を基に計

画された広島平和記念公園北側に位置する旧広島市民球場跡地を計画敷地とする。
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「都市」-「自然」 「凝縮」-「拡散」

「静」-「動」

「無音」-「有音」

「ヒューマンスケール」-「アウトスケール」

弁証法を用いた形態的ビジョン
　平和と戦争の関係性を伝えるために適した手法として、マルクスによる「資本論」から弁証法を用いた形態デザインの考え方を試みる。現状、対立する関係上の一瞬のバラ

ンスの上に成り立ち、均衡が崩れた時点で戦争が勃発するという非常に危険な状態にある。対立する概念を捉えることで、新しい見識を見出し、本来あるべき姿、平和な未来

を創造することができると考えた。

　弁証法は、哲学において、真理に到達することを目的として提唱された方法の一つである。ある主張（テーゼ）とそれに対する否定、対立、矛盾する主張（アンチテーゼ）

の双方を併せ持ち、高い次元で統合された新たな見識を見出す方法。双方の主張を止揚するため人類にとってより有意義で高次な事柄を生み出す。そこで対立する双方を同時

に併せ持ち、高い次元の結論へと導く弁証法的手法により建築を含む総合的空間へ応用することで、「ヒトと自然」の本来の共同性を呼び戻す。

「流動的形態」-「純粋幾何学」
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5 plan view

平面図兼配置図 (S:1/800)

A-A 断面図 (S:1/800)

北東立面図

南東立面図

南立面図

西立面図
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